
′■‾E助力瓜1‾ほ肝つにおいても37咋度は総柄界の不況を反

映して史上址高の記録を示した36咋度にくらべ全般｢伽こ

低調はまぬがれなかったが,技術的にほ産業オートメー

ションの普及発達,各種記録的製■冒-の完成,新製品の開

発などその成果ほ多彩を棒めた｡おもな特長をあげれば

次のとおりである｡

(1)托延機のr]劫プログラム制御装音符,l二1勅ノ争九7liり

御装f托,I′1勅可址産‾l二程のl′Ⅰ勅制御など各種の産業オ

ートメーションが普及発達した｡また磁気増幅器式桝

印素子(MAGOPE)などの開発により計符機制御への

迫を閃いた｡

(2)2,030mm幅,750m/minホットストリップミ

ル,2,140m/min6スタンド,タンデムコールドミル

川電気馴riiなどわがIlミ1はもちア)ん虻則′l勺にも記録的苛望

111【1が`完成した｡

(3)ミナス製鉄向け7,500kW分塊陀延機用電気設肺,

コンビネーションミル川′電気設肺をほじめとしで芯勅

ノJ止淵1分野においても輸出に多大の進展を示Lた∩

4.1電動力応用設備

4.1,1熟間圧延機用電気設備

37咋度に完成またほ拳法作中のものほ,逆転式圧延横川

イ′レグナ設節6セット,ホットストリップミル用1セッ

ト,線材および中小形圧延機川4セ､ソトでトー小転機の総計

｢t-i力は約180,000kWに達した(

(1)逆転式圧延椒

37fF度頭初に完成した作友金属工業株式会社(小倉)

納分塊圧延枚,同(和歌IU)納糊圧延機に続き,大同

懲法網株式会社(知多)納分塊庁延機用電気設仰が完成

した｡木設備は,形鋼川ブルームを製造するものであ
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り,圧延電動機ほ上下ロール用計4,500kWのイルグ

ナ設仰である｢前記二設備と同様,無接点論理素子ヒ

タログおよびグ粍接点操作用閉器などを使川し,無接∴仁

術J御を大幅に採川し,動作速度を上げ,信板性を向上

せしめ,保守が解易なものとなるよう設計され,現在

好調に営業運転に入っている(木設備にほ,自動プログラム制御

装f汚が設僻されており,また可変電圧圧延補械電動機の電源とし

て,水銀整流器による逆転制御装符が納入された｡

束郡製鋼株式会社(豊橋)納H形鋼圧延機用電気設‡榊ま現在笹注

作中であるが,圧延電動楼は,粗ユニバーサル圧延機2,200kW,

エッジャ圧延機600kWのイルグナ設備,仕上圧延枚用1,000kW

の誘噌電動麟よりなり,ユニバーサル圧延機,エッジャ圧延機の

制御にほヒタログ,磁気J仰由器による急速加減速を子Jない,また

水jF垂打tおよびエッジャロール庁‾FはおのおのI'l動プログラムう叫

転される｡

ブラジルの ミ ナスジェライス聾望鉄所に納入した7,500kW

(10,000IiP)分塊托延機用イルグナ.捌JJiほわが国初の大群量11丁_〔流

機プラント輸出占【1として臼ミロされていたが,現在ほとんど掘什尤

了し間もなく稼動に入る予定である｡

(2)連続式圧延機

住友金属l二業株式会社(和歌山)納2,030111Ⅰ¶幅750m/min,わ

戯分紺/脚 〟舶/ 励仰′ 戯銘肝

脚榊′ 励甘 J必肝 臓材′

耶2lズ†株式会社帥戸製鋼所納小小形圧延設備レイアウト

がl‾た悦大のホットストリップミル用電気設肺は粗,仕上げ,厚板

粁鞋望,コイル処理設肺の七機,袖機を含め直流,交流全回転機の

延出力は約8万kWに及び,拳法作に当たってほ力量新の技術はすべ

てこれを採用しており,仕上圧延機における低慣性駆動ならびに

高速応制御系の採用,陽極遮断器,Ⅹ線厚み計による自動板厚制

御,机圧延設肺における無接点制御,工業テレビ,データ処理装

f托,あるいほH種絶縁補牒の大幅な使川などの特長があげられ

る｡昭和37年3月に据付ンニイし,ただちに全能力逆転に入った｡

第=図は屯気宅である｡

株式会社神戸製鋼所(神戸)に納入した中小形圧延機川電気∫馴ま

圧延傑スタンド数21,主唱動機18子㌻,総出力9,750kWの最新

静止レオナード設似で,机托延部のみ界磁昇圧機による自動速度

制御を加え,ほかはすべて主回路昇圧枚による高精度の自動速度

制御を加えている(

仕上列においてほ,スタンド間ルーバーは折線シンクロを使用

レし-プー抗を一定に押えるよう制御Lている｢.舞2図にレイアウ
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(b)

ミル発展の推移

少なくするために,

(2)油縦式rlて粧機

タンデムコールドミル川′r圭;気設満

として川鉄製鉄株式会社(千葉)に

6スタンド,羊電動機総出力26,100

kWの設僻を納入した｡

タンデムコールドミルの托延連比

は葬る図に示すように年ごとに上舛

してきたが本設僻は2,140m/minと

いう世界最高の圧延速度を有するも

のである｡第1表は主回転枚の一望三

表である｡木設似ではオフゲージを

加減速時においても,ロール閃の速度似調を

節3同

駅机才汁プレ【ム

トをホす｡

これら托延梯川制御器才tほ製鉄川とし抑こ附Iilで,半永久的寿

命をヰける磁公卿噛器を佐川し,保`､1=出校に仙ならしめている｡

また,パネル外部に.捌写さjtる鵬仇汗:摘享もすべてフレーム巾に収

納し,工1欄j間の短脈と保′､1:山検,調･寸断ン仙ならし〟)ている｡第

3図に批抗器フレームの外観を示すr､.

4.1.2 冷間圧延轢用電気設備

冷ドロ圧延機用として37イド度にノ亡収またはて挺作巾のものは川仰処鉄

株式会社(千薬)納6スタンド,タンデムコールドミル川をはじめ

とし合計10数セット,+三電動機の松子上りJほ延べ62,000kWにのぼ

った〔

(1)逆転式圧延横

ステンレス鋼板,ケイ素鋼板などのノぷ要叩大により37年度に

は,日新製鋼株式会社(大阪)納2×1,850kWメ姻互助セソジマミ

ルを始め10セットのセソジマミル用花気設備を笹川言納入した｡

セソジマミルほ年ごとに応速大帝量化し,二仁電動機の総出力も上

如の傾向を示し,主ロール電動機にほ二･東電棟了形,あるいは双

駆動方式を,またリール花助機でも二爪電機了･双`iE動機,三冠動

機タンデム駆動などの方式を採用するものが多い｡年度別のセソ

ジマミルの推移を弟4図(a)(b)にホす｡

口新製鋼株式会社(大阪)納セソジマミルは普通鋼,軟鋼スト

リップ20tのコイルを,殻高圧延速度820m/minで圧延するも

のでこの種設備として世界広大級の設肺であり,主ロールには

1,850kW電動機2台による牡非叔初の双駆動方式を採用した｡

本設仰はセンジマミルとしてAGCを採用した投初の徽打-でもあ

る〔

さきに東洋アルミニューム株式会礼にフォイルミル1号およぴ

2号を納入し好評を博したが今トー13号騰が完成した〔最高圧延速

度は610m/minで戚小仕上厚み5〃の圧延を可能ならしめるため

AGCならびに広範開かつ精密な張力欄御装荘を採用している｡

なおブラジルのミナス笹竺鉄山けとして主唱動機紐解罷8,3001(W

のコンビネーションミル川などをて歩竺作小である〔

打なうよう,走屯H三制御に,IR降下祁慣を加え,このIR降下

祁椚の設ヌ己 て】iり鍬!二!1路などはスタンド相了川]のi言設定速度と関連しノ

たセッティングを行なうよう考慮している〔

主唱動機はGD2の逓減を図り,耶6スタンドでは3電機子双屯

節5I文1U別製鋼株式会社人阪__L二場納3,700kW双駆動

方ンじセンジマミル川巾二流屯動機
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第6岡 タンデムコールドミルの忙延速度の推移

第1衣 川崎製鉄株式会社(千柴)納迎絞冷間圧延機工花動機一望;衷

要
ス タ ソ ド 1 1

電
動
機

禿
砧
機

容]た(kW)

駆 動 方 式

回転数(rpm)

容 j.七(kW)

屯 圧 (Ⅴ)

剛シミ数(rpm)

2-1,100

双駆動

125/375

2-1,250

600

500

2 1 3 1 4
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双駆動2電機子
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動機駆動力式を採川した｡また各電動機の速度に対するIRl軒卜

率を一定に押えるため,特に考慮を加えている｡制御系には特に

系の応答度を高めるため,制御要素の数を減らし,かつ各要素の

時定数の短縦を図るため,大形磁気士別宙器(5kW)を開発,適川

Lた∩また,双稲動機駆動方式であるため__l二下ロールのf捕‾､‾｢え衡

を行なうため,磁気御岳器とHTDを約み介わせた,甜生能の‡1

荷平衡制御系を適用し,冷間圧延耗とLて特にスリップに対する

-保倍も行なっている｡

また本設備には高品質の鋼帯を圧延するため,1スタンドの旺

下制御および5～6スタンド間の張ノJ調掛こよるl'l勅肘字御御共

作もあわせ納入Lた｡

4･l･3 プロセッシングライン用電気設備

37年度に1ご胤またほ拳法作･いのものに口朋司管株式会托(水汀)納

コイル準僻ライン,臥f二等望鉄株式会社(広畑)納クリーニングライ

ン,博多銅板株式会社納シヤーライン2基,日新笹竺鋼株式会社納ポ

リッシソグラインなどがあり,いずjtもⅠたJ勅速度制御,張力制御が

採川され また氾度,ガス状度,液両,PH度などの計測制御や放

射線厚み計,シート枚数計数器などが随所に採川州指されているn

n木鋼管株式会附こ納入したコイル叩棚ラインは,ラインスピー

ド最高762m/minという縞速ラインであり,また㍍_l二製鉄株式会

社納クリーニングラインはラインスピード姑瑞610m/111in捌高穀

大1,830mmというjっがi丘屈大紬のもので,テンショソリール川

700kWi斥流電動機をはじ抑E動機総計1,600kWにおよぶ大朝景の

装音符である｡

4･1･4 荷役運搬轢械用電気設備

(1)アンローダおよぴクレーン

36年度に引き続き37年度も数多くの各種クレーン電気も▼.の完

成をみた｡口本鋼管株式会社納1,000t/hアンローダ2基,尼崎

製鉄株式会社納300t/hアンローダ2去⊆,八幡製鉄株式会社納

500t/hトランスポータにほワードレオナードfliU御を採用しHTD,

磁気増幅器を用いた日動制御により高性能化し,またデスク形総

介コントローラを採川し運転操作を容易ならLめている｡弟7図

は総介コントローラの外観である｡埠望鋼クレーンのおもなものに

ほ川崎製鉄株式会社納220/40tレードルクレーン321⊆,八幡製鉄

株式会社納220/35tレートルクレーン2韮,口本鋼管株式会社納

16tストリッパクレーン,1･吉_L雀望鉄株式会社納23tソーキングピ

ットクレーンなどがある｡愉rl順順ではインドTATA蟄圭鉄所納

80/20t天升クレーンほか数韮,インドシヤラバッティ発電所納

210/40tプごルクレーンなどがある｡

大形橋形クレーンでは剛脚,揺脚におのおの走行用モートルを

節7一文1総 介 コ ント ロ ー

ラ

評 論 第45巻 第1号

仙えているれ この内モートルの仙眺坦転を行なうものとして今

凹パワーセルシンカ式を完成した｡

これは負荷の大,小にかかわらず安定な同期運転が可能なもの

で,制御ホモも初め一糊口で紙トルク剛捌ヒを図り,パワーセルシ

ソの二次l叫粍の帯電流により同期を検出するものである｡

従丸クレーン横行,走行用モートルほ,いわゆるクレーンモ

ートルと呼ばれる全閉巻線形モートルが採用されていたが,今回

この種用途に適する特殊ハイスリップ全閉かご形モートルを完成

Lた｡

このモートルほ一舶のハイスリップモートルが一榊こ高抵抗卜り転

j′-で探入ぞ劫火がほとんどないのに対して,高抵抗l･--1転丁で,し

かも探克ぞ効果が光抑できるようIj･1転丁･j洋休に磁性噂休を採川し

ており,払出劫仲転ノJ,低起跡E流のすぐれた起動特性を共僻し

でbり,起動川転ノJが人で,しかも起動ひん度のはげLいクレー

ンの晰f,走行用モートルとして好適のものである｡

(2)総寸11渦御装わりた

コンベヤ川総J棚J抑矧■てほ例咋多数納入しており,磁気増幅然

形欠如か∴珊応拭きヒタログによる制御矧和ますでに光夫されている

が,37竹蜘ょさらにトランジスタ形撫接∴1(継屯諾如こよるプノ式を′ノこ

成約人Lた∩

水仙御装柑よ磁気J†り晰器形に比べトランジスタであるため′J､形

であさ),またAnd,Orなどノ占本論判竣素を合わせた複合論理要

義カ､らf伽乾されているため1佃で北本裂素数偶分の論理動作を行

なう∩そのた棚己線が御行化し素√･の脚数も低減され米掛まさら

に小形峠旦となっている｡

第8図はトランジスタ総j‾.丁棚J御般である〔

(3)?:乍気愉送

三菱州ヒ株式会芋川l尻‾Ⅰ二場納ナイロンチップ空気輸送装掛ま,

各サイロのナイロンチップをブロワおよび輸送管により空気輸送

を行なうものでナイロンチップの排出を始め各サイロの送入,送

fl‾1のl]動逆転と輸送系統の連動選択,満空サイロの選別と制御を

糾み込んだものである｡輸送グループは25系統あり,電動概136

千丁,総出力620kWをJl巧光柁rF鰍†ゴよび電磁接触器盤12耐こよ

り射い既視制御するものである｡

4.1.5
=巻上機用電気設備

炭坑,鉱山の合理化により桁込設肺,操車設肺の自動化が進み,

巻上機との連動日動運転による捌舶巨力の向上が析極的に図られる

ようになった｡37年度に日立製作所で聾竺作納入した巻上機用冠気言貨

脈のうちおもなものは次のとおりである｡

Fi_l州側榔糾!き珊打†州側il

妻雌即妙書棚洲事1州1川州I

峨‡j樅l触”川.耶増野和■

虹.;

節8図 トランジスタユ(総Jll

制御姫
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(1)低周波巻上枚

ラサ工業株式会社田老鉱業所

納200kW立坑復胴巻上機設

怖,本巻上磯ほコンノミインドス

キップにより鉱石,硬,人員,機

材の運搬を行なうものである｡

巻上機ほ4c/s空挺流了･形低周波

発唱楼を使川する低朋披制御方

式であi),鉱石折込み,放出も

令【′l動化され,設備全体として

連続｢Ⅰ勅丈朗転されている｡巻上

機仲止川には無接触形電磁誘導

位同検山号芹を使用し,保寸を容

易にしているほか,全区間の速

度監視を行なうなど,連続自動

j顎転に対する十分な伽諮を行な

っている∩
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節9図 日本鉱業株式会礼口立鉱菜桝納370kW低用披

制御方式巻上機主電動機

1‾l本鉱業株式会社l_=/二鉱濃桝納370lくW†代川披て【jり抑ノノ式抽tス

キップ巻上機は弧勺逆転区l川を3仰附こ切り愁え,進1iよりのl′l

軌う捌転を行なうよう計匝如されている｡舞9,10図は370kW准L

放電気設仰の外観である｡

(2)そのはかの巻上機

羽幌炭私鉄迫株式会社二川収鉱業所納6001くW斜坑巾仙帖L機

ほ,炭二ilモ運転時300m/nlinの全速運転を行なっているが,人巾

逆転吋ほ滋高速度を200m/minに押えるため,巻‾下げ=馴可定‾rに

‾ll欄己励磁を与える発電1il働力式を抹川したnl′1動辿比欄御装i■■亡■】:の

適当な調整により,斜坑憤斜の変動や,大幅な伽1才の変動にもか

かわらず一定した速度で好調に稼動している｡

豊羽鉱山株式会社納300kW立址復胴スキップ巻上機ほ,巻_L

機運転と連動して自動有責込みを行なっているr､

そのほか,昭和8年に日本国有鉄道1淵港に納入したl舶巨打卜

号ミュール巻上隣は,30年近い無刊女運転を鋭けていたが,電気

山を一新することになり,現在鋭意製作中である｡

4.1.る 舶用電気品

わが国の産業振興策の一環としての海迎の仲良とl』+二Ijil発から船

舶の輸出,しゅんせつ船の建造が盛んになってきた〔それにつれ特

殊な舶用電気品が製作されるようになり日立製作所で37年庭中に

製作したこれら舶用電気.弘のおもなものには日本鋼管株式会社(東

亜港湾株式会社)納7,000HPポンプ式しゅんせつ船用電気設肺一

式,日本鋼管株式会社(運輸省窮四港湾建設局)納バケット式しゅん

せつ船用電気設備一式,日立造船株式会社(OTL祉)納柴介起動僚,

甲板および棟械宇補機用′吉富気品,船用言E淑としての自助交流発電機

などがある｡なお特殊l枯として50,000tドックゲートウインチ用電

気淋,艦船用自動消磁装毘,艦船爪1400c/s充稲機矧[′亡,艦船川l'_l

励交流発電機,艦船用各種起動器を多数防そ抑Hこ納入した｡

(1)舶用口励交流発電機

金属整流器の進歩に伴い船内電源用発掘機のはとんどが口仙女

流発電機を採用している｡日立製作所は36年度に引き続き多数

製作納入し,その数は約50台,20,000kVAに達した｡金属整流

器としては逆耐電圧が高く電流容量の大きいシリコソ紫流器を使

用し,急激なfl荷変軌過負荷に十分耐えるよう考慮されてい

る｡

(2)しゅんせつ船用電気甘l

日本鋼管株式会社納7,000HPポンプ式しゅんせつ船ほその容

景においてわが同位‾人のもので業界の汁｢‾lを汁iびたものであるr､

カッタは屋外形としてi記鉦的な大容並の520kWll瑚亡信助楼2壬｢

で駆動されるレオナード方式を採用L急激な負荷変動,操作に対

機 器

節10図 日本鉱業株式会社日立鉱業所納3701くW低周波

制御力式巻上機運転台,制御キユーピクル
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節11図 鮭 缶起動盤外観

しても公仝に逆転できるよう考慮さJtている｡スイングは140kW

山流電動機2台により駈励され,特にGD2を小さくし,しゅんせ

つ能力の向上を図るなどの考慮がなされている｡

/ミケット式しゅんせつ船は400kWバケットライソ電動機,

400kW推進用電動機を備えた白航式でしゅんせつに必要な甲板

相磯ほすべて油圧制御で行なうよう計画されたもので,この種の

方式を採用したものではわが国最初のものである｡

(3)機関室補機用電気品

Fは造船株式会社納の集合起動盤は各種機関室補機唱動機の起

動器をユニットにし集中制御ならびに監視を行なうものである0

舞11図は集合起動盤の外観を示したものである｡そのほか,▼邑i互

独設置の補機用電気品を多数納入した｡

(4)船用新形起動器箱のシリーズ完成

最近小形高性能,しかも安価な起動器箱が要求されるようにな

った｡これにこたえて,船用新形起動器箱,55kWまでのシリー

ズを完J戊した｡本起動器箱は新形日立マグネットスイッチおよび

カム形ユニットスイッチを使用した

ものであり,特に小形軽量および高

性能に設計襲望作され,各船級規格に

合格するものである｡策12図船用

新形起動器箱外観を示す｡

(5)そ の 他

三ノト造船株式会社千葉工場納

50,000tドックゲートウイソチ用電

気品はドックの両側に据え付けてあ

る2fこ㌻の誘特電動機によりロープ張

力を一定にし,かつ巻取長さを一定

にしながらゲートを開閉するもので

-39-

第12図 新形船用句利
器箱外観図
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遠軽

立

第13図 秩父セメント株式会祉

白目谷工場納トランジログ盤内部

[1立製作所独白の制御力法を揺川し好調知に逆転小である｡

ム1･7 セメントエ業用電気品

36年度に引き続きセメント工場用屯気山については,大はプラン

ト全体の総括制御装臣壬から小は接触器箱に至るまで各種馳抗力ミ製作

された｡そのうち年長記すべきものほ,秩父セメント株式会社絹布1二

場納の無接点トランジログ式総括糊御装躍である｡木捌榊まじんあ

いの多いセメント1場に対し,無接点制御方式を活用したもので,

その概要は電動枚約500台に対し,トラソジログ盤13両をほじめと

して,主接触器盤,中央監視盤,現場操作盤,操作スタンドおよび

ボックスを設置し,運転の便宜を因っている｡弟13図はトラソジ

ログ盤の一部を示すものである｡

ん1.8 エ作機械用電気設備

(1)トランジスタ式無接点論理素子の応用

工作機械の制御用部品ほ,特に高ひん度に耐え,動作速度の速

いものが望まれるので,無接点化の傾向が強い｡このためトラン

ジスタによる無接点論理素子を使用した制御装置が,多数製作さ

れた0+二作機械用として,特に過酷な条件,たとえば温度,湿度,

ノイズによる影響などに十分耐えるように,製作され,また誤操

作に対する保安回路も考慮が払われている｡

(2)トランスファマシン用制御装置

トランスファマシン用制御盤も,多数製作されたが,近年牛如こ

保安回路が充実し,保守点検のしやすいものになってきた｡たと

えば,マイクロスイッチの故障や接触器の接点溶着市政が起きた

場合でも,安全に機械を停止させるための特別な回路や,制御盤

表面にチェックボードを設け,回路図と照合しながら簡単にチェ

ックできる方式が採用された｡また制御盤の内部配線も,従来の

束線方式をやめ,全面的にポケット配線に切り替えて,保守ノ烹検

や回路チェックに便利な構造になった｡

(3)SCRの応用

シリコン制御整流素子(SCR)による直流電動機の速度制御も,

SCRの量産化が実現したため,いよいよ突刺馴こはいった｡立巾

グリ盤のテーブルおよびヘッド変速用として製作された,SCR制

御静止レオナード装置ほ,2kWと1kWの2台の直流電動機を独

立に,2,500～250rpmの間で,回転ノブー定の帰還制御を行なうも

ので,速度変動率ほ5%以下に押えてある｢洞御川掛よすべてト

ランジスタが採用され,接触器による叶逆運転,発電制動および

寸行運転もできる｡SCRの保護についてほ,過電流制限やクッシ

評 論 約45巻 ち了1-り･
I

第14川 棚御節外観図

ヨンスタートなどを採川して万全を畑Jし,また援触器や,ソレノ

イドバルブなどの電磁コイルの助作によって_発生するサージ磁虻

の吸収にほ,特に留志して巷竺作された｡SCRは,保護回路に若

‾1二の考侶を払い,使用法を諾去らなければ,寿命ほ飛躍的に伸び,

制御性もよいので,今後t作機の制御用として,大いにj∽待され

る〔

(4)その他の特殊制御矧rた

ならいロール旋髄における足速吐切削丁別御,サイラトロンによ

り主軸とテーブル送りを制御するロール研削盤‥ニし速止逆転とメ

タローチスイッチを用いた各種大形プレーナ,さらに1,500×1,500

mmの範州を数値制御により日動位匠決めする大形深孔穿孔機,

トランジスタ浜算素子とステップモータ,シンクロなどによるD

A変換器をもった数値制御形状切削用の1,400¢ターレット旋盤

などを製作した｡

またl-]筒研削盤のと石切込量と速度を日助的に変史するため

の,トランジスタ制御装琵や走寸装閃,あるいほと石の摩耗を駆

動モートルの入力で検出し,一定量まで摩耗したら日動的に修正

させるための,トランジスタ制御装置や油温度の自動詞盛装置な

ど,機械の動作に密接な関係を有する特殊な制御装置も,多数製

作された｡

4･1.9 印刷磯用電気設備

36年度にひき続き多色ダラビヤ輪転機,色刷り新聞輪転機などの

′F昆気設備を納入した｡大日本印刷株式会社に納入したB列全判10也

ブラビヤ輪転供用電気設僻は電動機約80台延べ250kWのもので,

紙張力制御に今回オンオフ制御とサンプリング制御の併用による新

しい方式を採用したr.本方式は紙継ぎおよび給紙リールの巻細りに

よる紙の速度変動を一時的に紙径路長の変動として逃がすことによ

り,輪転機入口における紙の速度と張力を一定に保つことを特長と

するものである｡

多色ダラビヤ印刷機用日動見当装掛土既に発表され好評を得てい

るが本年度ほさらに応用範囲を広めセロハソ,金属はくなどの特殊

印刷用r]動見当装置を完成し大日本印刷株式会社に納入した｡弟14

図はその外観である｡

静刷新聞祉納色刷り新聞輪転機用制御盤はドライ,リリーフ,オ

フセット印刷方式によって両面4色の色刷り新聞輪転機で,既設縦

形新聞輪転機2台と連結して組み合わせ運転をするものである｡こ

の組み合わせはジョイソトスイッチにより任意に選択でき,枚械の

糾み介わせを表示盤によりわかるようにしてある｡給紙機にはオフ

セット,グラビヤなどと同じようにオートペースタ装置,テンショ

ソコントロール装置などをつけ,これらの諸技作は各印刷ユニット

ー40-
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の押しボタン箱により操作可能な方式である｡

4.1.10 流体機用電気品

ポンプ,ファソ,圧縮機,冷凍棟など流体棟の運転には設備の合

理化に伴い一人制御方式が常識化している｡特に上水道ポンプ設備

など大容量,多数台のポンプを需要に応じて迅速,確実に運転する

た捌こ自動制御を取り入れた計画が増大しており,東京都水道局金

町浄水場の水位一定制御,束村しIl浄水場の末端圧力一定制御はその

実施例である｡また圧縮機用同期電動機の励磁装置ほその大部分が

シリコン整流器によるものとなり,さらに帰還制御回路を設けて定

電圧て例御を行なった例もある｡以下おもな納入実積につき述べる｡

(1)太､t勺羊炭鉱株式会祉釧路鉱業所納150kWIiTD形任紆機

用制御装｢戸1

ニー二某計器を内蔵した防爆検近付格.■.l】】である｡これは防水削巾'tとし

て初のi試みである上,一人制御方式によるn動運転を採用してい

る｡

(2)東京都水道Jd金町浄水切納節三取水ポンプ設舶用口動制御

装搾

取水ポンプの吐出比を制御して着水ノH沈殿池)の水位を一掛こ

伽つ圧力制御および送水量を制御して高速沈殿他の流入量を一定

に保つ流量制御を別個に行なっている｡

(3)束京都水道局東村=牌水場納送配水ポソプ設備用自動制御

装ざ圧

送水管路の滋低水江ノ1叫こおける水托を一定に保つために計算制

御を行なった｡第15図にその蕗i三拝制御装抑を示す｡木方式ほ送

水端において送水量Q,吐出圧Pを測左し,送水系統の制御方程

式P=〟0〃＋わ＋昂に代入して,口慄地点の圧力凡を一定に保つ

ものであり,配管系の大きな時間遅れを考慮して主電動機の速度

制御は不連続的に行なわれる｡自動制御系ほすべて無接点方式で

ある｡

(4)九州地方建設局鶴田ダム納給水ポンプ設備用制御装置

6台のタービンポンプおのおのに吐出測水槽の異なった水位を

対応させ所要水量に応じた台数運転を行なうほか,各ポソプの運

転順位ほ6通りに変出できる｡

(5)秩父セメント株式会社熊行二†二場納_l∴場用水ポンプ設備肝Iiり

御装荘

二l二場より41くm離れた揚水ポンプ場の制御を中央監視室より行

なう遠方制御を含んでいる｡制御信号伝送にほトラソジログを用

いた｡

んl.11電気動力計およびシャシダイナモメータ

内燃機関,水中,ポンプなどの研究あるいは巷軋仔僻殊試験用の電

気動力計の′｢声.言要ほますます多くなり,37年度においても,完成また

ほ製作小のものを含めて総計14台,延べJ11力約1,400kWに達した｡

最近の電気動力計の幌向として,高速度かつ高精度のものが多く,

必要に応じて油圧浮動式揺動軸受,計数形速度計,1-Ljl転力の絶対測

定などを採用して,電気動力計の性能を十分満足するよう設計され

ている｡

また自動車の室内等価走行試験用としてシャンダイナモメータの

需要も多く,プログラム制御を行なうシャシダイナモメータ1台を

完成し,1台を現在製作中である｡

4.2 誘導電動機

36年度に引き続き37年度にはTOプラント用をはじめとする大

容量電動椀が多数魯法作されるとともに,小形電動機でほ鋼板フレー

ム構造の汎用電動機別シリーズが開発され,また開放形で屋外ある

いは湿気の多い所に使用さjtるSAシリーズがう吉成されるなど新技

術に基づく数々の成児が示された｡また化1､√r二光の仲立､きにともなっ

第15図 送配水ポソプ用演算制御装置

て防爆形竜助機の生産も活発をきわめたほか屯了一計‡‡機上l‾】,投写機

用などの専用電動機も多大の伸びを示した｡

4.2.1汎用電動横

世界的なすう勢に伴い, 日本における小形汎用モートルほ現在

のJEM寸法の鋳鉄フレームより,国際標準のNEMA寸法の鋼板

フレームに次三郎こ移行する傾向にあり,日立製作所では今回両刃泊勺

な特長を持つ鋼板フレーム小形汎用モートルのシリーズを完成し,

200W以下35Wまでの分相,三相,コンデンサ各機種の生産を開

始した｡すなわち200Wおよび100WはNEMA48フレームを,ま

た65Wおよび35WはNEMA42フレームを採用し,全般を通じ従

来の汎用モートルより著しく小形軽量化することに成功した｡

また0,4～3.7kW三相誘導電動枚の新枕種として従来形よりさら

に小形化し,数々の改良を図った開放形,全閉外扇形ならびにこれ

と同一系列の立形の新シリーズを完成した｡新形ほ取り付け寸法は

従来と同じくJIS-C4209により互換性をもたせたが,電気部分,そ

の他はより合印的な設計により容后,重量とも従来より小形,軽量

化したにもかかわらず,主要特性は従来と同程度である｡特にオー

ルポリエステル絶縁方式の採用により耐熱寿命は約2倍に向上し,

日立製作所独特の密封軸受を使って軸受構造を簡易化したほかに,

分解組み上土ても容易にした｡

第16図(左)汎用200W分相

モートル

(右)汎用 65W分相

モートル

第17凶 沙L川け日放形二佃誘導

`■‾に動機0.75kW4越
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第18図1,900kW三相誘導電動機

TFLA-KK6P

第2表 防爆形三相誘導電動機製作実績

立 評 論
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(60kW以上)

第19図 SAシリーズ電動機

形式EFOS-KK

防爆形電動機

製作台数

171

143

年
合計容量

(kW)

内圧,耐圧防
爆形合計容量

(kW)

安全増防爆
形合計容量

(kW)

耐圧,内圧防塔
形の占める割合

(%)

13,000
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15,000

17,900

27,400

30,900
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50
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4.2.2 防爆形電動横

化学工業の伸展に伴い,工場防爆形三相誘導電動機の生産ほ活発

で,その製作実績ほ弟2表に示すとおりであるが,今後ますます増

加するものと予想される｡従来は労働省安全研究所技術指針の工場

電気設備防爆指針が発表されていたが,昭和37年1月JIS-C-0903

が制定され,これを機会に日立製作所においても200kW以下の耐

圧防爆形三相誘導電動枚の新標準シリーズを完成し,今後の需要に

応ずる体制を整えた｡その特長ほ次のとおりである｡

(1)耐圧防爆形としてほほじめてエンドブラケットを二つ割り

とし,ベアリング部分をカートリッジタイプとして保守点検の便

を因ってある｡

(2)冷却構造を改良するとともに外気の出入口には防音カバー

を取り付けて騒音の低下を因っている｡

(3)端子箱ほもちろん工場防爆の規定を満足するものとし,内

容積を大きくして端子箱内でのケーブルの端末処理可能なものと

し,その取り付けは上下左右いずれの方向にも容易に向け得るも

のとした｡

(4)ベアリングカノミ一には新形のものを採用,運転中にでもグ

リースの交換が可能な構造としてある｡

4･2･3 大形電動機

37年度に製作した大容量誘導電動機ほTOプラント用,火力発電

所用を中心として数多くの特色を備えている｡

(1)TOプラント用誘導電動燐

TOプラント原料圧縮機用としては主として4椿巻線形騰が班

用され,37年凪ま9台総容量計27,000kWを製作した｡3,000kW

級のものが小心で,効率を良好ならしめて酸素原中位の紙■トン

一望iるとともに小形軽量化を行なった.T l､0プラント川として

4,000kW級まで既準シリーズをノこ成したて.

なお配在6,100kW2P3,600rI)m機を製作中である｡
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(2)火力発電所用誘導電動機

火力発電所の容量の増加に伴

い,捕機用電動倣の容量も大形化

している｡いずれもかご形機であ

って給水ポンプ川として1,500kW

2P37与,1,3001(W2P6台,2,250

kW4P3台などがあり,押込通風

機用としてほ1,900kW6P2台が

往卜けべきものである｡本機ほ全

併1外ふ方形kけト川名勅放であって,

この種の電動機としてはわが囚滋

大輔量のものである(第柑図)｡

(3)都市ポンプ川1,350kW誘

導電動機

東京都東村山浄水場納ポンプ川

として1,350kW12P全閉内冷形

巻線形電動機を5台製作した｡本

楼はクーラを電動放下部にfメ～･亡き,冷却ほ水で行なっているので低

騒音で静粛な運転が可能になった｡

ん2.4 SÅ シリ ーズ

湿気の非常に多いところや后主外佐川の場伽こほ,従来全閉外扇形

の電動機が多く使川されてきたが,これに代わる開放形電動機とし

て新たにSAシリーズを開発したr SAシリーズとは開放防まつ形

(EFOS)と開放垣外形(EFOA)に付けらjtた名称である｡この両

者ほ同一寸法で設計製rFされ･500kW以下の各種の電動機の標準

化を完了した｡

(1)キュービックタイプを採用,エンドブラケットを2つ割り

とし,カートリッジタイプを採用している｡

(2)ベアリングカバーほグリースの排出Uを大きくし,運転中

でもグリースの交換が可能な構造にしてある｡

(3)超耐湿コイルを採用している｡

(4)冷却風ほ上部通風箱より吸い込まれ冷却した後,上部通風

箱よりほき出され,入気口はNEMA規格のWeatherPr｡teCted

TypeIIに規定さjtた特殊な迷路を形成し,また騒音に対しても

十分な考慮が払われている(弟け図)｡

4･2･5 低騒音電動機

ビルデング,劇場などに使用される冷凍機用モータほ,特に小形で

騒音の小さな電動機が要求される｡35年度には冷凍機用サイレンサ

付低騒音電動機EFUN-EQIの標準シリーズを完成したが,37年度

ほさらに進んで高速で小形化された密閉形冷凍機用電動機(TFLH-

KK)の60,75,10〕kWシリーズを完成した｡据閉形冷凍棟用電

動枚ほ巾軸端に低脚!U2段･高圧側2段の4段ターボ圧縮機の羽根

申をオーバ/､ングするもので,冷凍機の冷媒ガスが直接電動横内部

に導入されこれiこよって冷却を行なうため特殊な構造となってい

る｡

本機は全閉構造であるため,池凪騒音ほ機外へ出にくい構造とな

つているので騒音はきわめて低く,冷凍枚全体で平均77ホンであ

る･〇また排気が校外に放出されないので狭い地下室に設置されても

室内鮎度を高めることはなく,冷房用にはきわめてすぐれた性質を

もっているて､

4･2･る 高圧水中モータ

‾小1-モータには,モー川√‡`紀州やソこ?㌔も/工どろ_一入jL,その上l切に

し1二りモータ内恥こhりく1むごl二さない肪むの水紹形と,仙延十コイルを
刷りく什とし,lノ蛸を水で充i航する削(形カミムる√,l川懲竺作所におい

てほ捌■く形た採川して心り,200,400V綬終′プ≠品1‾に劫掛こおいては

多数の製n三災綻をもっているが,37-てト比わが出血初の3,000V級屯

ー42-
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第20図 75kW前作水小モータ

第22図 開放屋外形モー

43

第21図 鋼板製モートル

(開放形三相誘導電動機

0.75kW4極)

■

ゾきょノー

トル 0.4kW EFOA-K

4P

動撥を完成した｡第20図はンヒ成した75kW 3,000V50～ 2P

3,000rpm形式ⅤIT-KK(特殊かご形円転了式)電動機の外観を示

す｡高圧水中モータの--･番の問題点ほ耐水コイルの製作技術にあ

り,2年余りの試作研究の結果完成したものである｡

4.2.7 シリコーンゴム絶縁三相誘導電動機

ゴム紐緑のq‾キ長なそのまま石し かつ耐熱什,F剛捌生,耐薬性に

絹むシリコーンゴムが閃光され,他社にさきがけて100l(W8掃お

よび570lくW4梅のシりコーンゴム紐緑3,000V級i加亡かご形誘噂

電動機をンこJ戊した｡

(1)耐湿性がきわめて詩凱､｡

(2)弾力性に富み,巻線の膨張収折に伴う絶縁被覆のき裂発生

が皆無である｡

(3)耐熱性が高くH種絶縁として使用できる｡

(4)耐熱性が高く,かつ従来の絶縁方式に比べて絶縁被覆が厚

くないので小形軽量となる｡

(5)耐湿件,耐薬l訓生が高いため,従来やむを得ず使用してい

た全閉形電動機石ごシリコーンゴム絶縁開放形電動機に代え

ることができる｡

などの特艮を有し,各方面で広く使用されるようになることが期待

される｡

ん2.8 鋼板フレームモートル

ニI二作機械用,そのほかの用途で取付両横および取り扱いの点から

汎用モートルより一層小形軽量化を要求される場合が多いが,この

ような繋求に対して新しく三相400Wおよぴ750W,4樺の専用鋼

板フレームモートルを開発した｡

これらの鋼板フレームモートルほ鋳鉄フレームの汎用モートルに

比較すると容積,素量ともにほぼ半減しており,A種絶縁モートル

として一般に市販されているモートルの中では最も軽い｡しかもト

ルク紆陸,そのほかの主要特性ほ従来品と同等であり,また専用機

による独特の製作方式によっているので,機械的強度,寸法精度な

ども鋳鉄製如こ劣らず,振軌 騒音もきわめて小さい｡今後ほ1二n機

械のみならず,小形軽量化を要求される多くの用途に使用されるこ

とがj訓待される｡また200W以下35Wまでの-i棚柑ゴよび三相汎用

モートルのシリーズ1′ヒ成にリ1き続き乍閉外扇形,フランジ形,端子

矧勺蔵形など各種の鋼板フレームモートルを完成した｡

4.2,9 開放屋外形モートル

従来は屋外使用モートルはすべて全日l形モートルが使用さJtてい

たが,このほど屋外で使用可能な開放屋外形モートルを完成した｡

開放尾外形モートルは全閉屋外形モートルと興り,雨水がモート

ル内部に侵入しても,充電部分は電気的にも機械的にもすぐれてい

る特殊ワニスでモールドして屋外での長期連続運転に際しても,モ

ートルの絶縁抵抗がほとんど初期と変わらないようになっている｡

また軸′受部分ほ軸受の両側をラビリンス構造にして,雨水が侵入し

ないようにしてある(

4.2.10 専用モートル

(1)木工丸のこ用モートル

九のこ盤に使用されるモートルの需要に対処するため,小形軽

量化したR立標準形を製作した｡本モートルの特長ほ,椒械との

調和を考えて,汎用品に比べて外径が非常に小さく,軸方向に長

くなっていることおよび軸端が長く,丸のこの取り付けが容易な

金具がついた構造になっていることである｡弟23図に丸のこ用

1.5kWEFOU-K4Pの外観を示す｡木二l二九のこ用モートルの37

年度の納入実績ほ0.4へ1.5kW2梅およぴ4極品各種合計数千台

に及んでいる｡

(2)研削液防食モートル

従来,研削盤に使川されていた研削液は,鉱油を主体とし,そ

れに乳化剤を添加したエてルジョンタイプのものであったが,最

近,有機アミソ,亜硝酸ソーダなどを含む化学薬品性の研削液,

いわゆるソリュブルタイプ,ケミカルソリューションタイプのも

のが使用されるようになり,研削盤用モートルとして固定了･絶縁

がこれら研削液に侵されないものが要求されるようになった｡こ

の要求にこたえて,耐研削液性のマグネットワイヤ,ワニスの研

究を行ない,この結果に基づいて耐研削液性のすぐれた特殊マグ

ネットワイヤを使用し,特殊ワニスで処理した研削液防食モート

ルを開発した｡

(3)防水形電磁ブレーキ付モートル

ゲート用モートルの需要の増大に伴い,防水形電磁ブレーキ

第23図1.5kW EFOU-K4P九のこモートル
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第24図 5･5kWTOJ-KK8P(MSJJ-SYV付き) 第25図 200Ⅵ唱滋クラッチモートル
防水形電磁ブレーキ付きモートル外観

(MSJJ-SYV)付モートルの小形軽量化,寿命の向上 防水構造

の感化を図り,30分定格制動力150%およぴ80%を標準とした｡

11kW4P以下4,6,8極品の寸法シリーズを完成した｡弟24

図ほその外観を示す｡新形の特長は,

(i)電動機に電磁ブレーキをオーバハングし,小形にまとめら

れて従来の電磁ブレーキ(ES【SA,SY)付きに比べ容積が75%程

度になっている｡

(ii)電動機と電磁ブレーキが一体になっているので共通ベース

の必要がなく,取付寸法ほ新JEM寸法を採用しているので至っ

て便利である｡

(iii)取付方向の自由度が大きい｡

(iv)ブレーキライニソグの寿命が長く,保守点検が簡単である｡

(4)クラッチモートル

主として工業用ミシンに用いられている日立クラッチモートル

ほ従来高速ミシソを対象に2極端を標準品として生産してきた｡

しかし縫製品の種煩が多く,低速ミシンに対する需要が多いので,

新たに4極品を加え出力100～400W,2,4極,単相および三相

の合計8枚種を標準クラッチモートルとして系列化した｡

また200W以上のものに対しては40～120¢の8種頸の交換プ

ーリを用意し,用途を拡大した｡本機の特長ほ,急速起動停止の

特性がすぐれており,使用者の便了†:を図った数々のくふうがなさ

れている｡

小形工作椀械の自動運転用として,きわめて好適な電磁クラッ

チモートルを製作した｡木機ほモートルおよび電磁クラッチ,ブ

レーキを同一フレーム内にコンパクトにまとめたものであり,直

流電源で電磁クラッチ,ブレーキを操作する｡電磁コイルの電流

の断続によって負荷の急起動,急行.l_Lができるので,自動運転を

容易に行なうことが吋能である〔電磁コイルほ固定してあるので

スリップリング,ブラシなどの消耗部品はない｡直流電源のない

ところにはセレン整流器をモートル本体に取り付けた整流装置内

蔵形も製作可能であり,リミットスイッチなどにより小形工作機

の自動運転制御に好適であるr.

(5)計算機用モートル

電子計算機用として口本IBM株式会社より大量の小形モート

ルを受注し納入した｡本機ほIBMおよびNEMA規格に準拠し

饗作されたもので,舞2る図の125WモートルにほNEMA56フ

レームを採用し,二重電圧の切り替えおよび回転方向の接続替え

をモートル内部の端子板上で行なえる構造のものである｡65Wモ

ートルはNEMA42フレームを採用し,遠心力スイッチを内蔵せ

ず別置の電流リレーにて起動する方式のもので,寸法が非常に小

さく狭い機器内に取り付けらカ1るような考慮が払われている｡ま

た両機種とも防振ペースを採用し,有害な電磁振動が相手機器に

伝達するのを完全に防ILするようになっている｡

第45巻 第1号

第26図 二重電圧125Wコソ

デソサ起動モートル

(6)複写機用モートル

複写機の普及とともに,これに使用される専用モートルが著し

く仲良した｡機種としては10,15,20Wの2称ないし4棒のコン

デンサモートルである〔これらのモート/しほ投写機のメカニズム

駆動用またほブロワ駆動用に使用される｡36iF蛙には牛産台数約

10,000伽こ対し,37年度は20,000台に急伸した｡

(7) モートルブロワ

モートルブロワほ,精紡機に取り付けられるニューマチック,

クリーナの吸引用に多く使用さjl,37年度の製作台数ほ数百如こ

達している｡この用途にほ,オープソ形と称するス/ミイラルケー

シングのない特殊な形状のものが用いられ,0.75,1.5,1.9kWが

標準依種として製作されてきたが,クリーナの容量の増大を図る

ため,2･2,3kWなどの新株種を開発し,効率の向上と騒音の低

下に重点をおいて鋭意設計製作に努め,ブラジル向けの輸出品を

完成して所期の成果を上げることができた｡

またこのモートルブロワは,一般用のブロワとしても,各方面

への伸張が大いに期待されており,厚木ナイロン工業株式会社か

ら靴下編磯の吸引装置用として特殊なブロワを受注し,出力

0･4kW,5,000rpmの高速回転モートルブロワを多数納入した｡

ム2.11ギヤモートル

遊星歯車を用いたギヤモートルは同心配置と小形怪量なことで各

種の設肺に好評を得ているが,さらに立形のシリーズを加えて機種

の充実を周った｡一方特殊形としてウォーム減速のもの,耐熱形の

ものなどを開発し,各方面の設肺令卿ヒに員献することができた｡

(1)立形ギヤモートル

追払歯申減速機椛ほ立形のとき同心配『己の特長をいかんなく発

揮することができ,化学工場などでかくほん機上に設i.ワたして令体

をきわめてコンパクトにまとめるのに不‖†火なものである｡今rl‾り

第27[ズlオープソ形モートル 第28図.立形ギヤモ【トル

ブロワ2･2kW351-18/■min VSEG-3.7(3.7kW6P
200mmAq 50rpm)

ー∠岨叩
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節291.勾 新形プレーーキーt一トル外観

7'FO-KVl.51くW4P

そろえた機種は0.4～3.71くW25/30～100/120rpm(50/60～)で

ある(弟28図)｡

(2) ウォームJ▼しギヤモーートル

+二作機械用として35,100W,100rpm前後のもの,またドア

の開閉川として外接掛卜と紆Lみ合わせたものなど数十台を納人し

た｡これらほ据付配汀′モ上から軸の取付方向,外形寸法などが肘+約

されてウォーム式としたもので,‾｢二作機川の濡要は乍後とも増す

ものと婚J待される｡

(3)耐熱ギヤモートル

イソドの発電所仙1‾として3.7､22kW終種数卜f卜を納入した｡

これほいずれも川閃の打山生,主軌立ともに高く,モーートル部ほB稚

絶縁でl;朋磁処理を施し万乍糾明Lている∩

(4)小額昆ギヤモートル

業界にさきがけ,200,100,65W,標準円転数おのおの100,

50,151-pm,電子喋三机ナゴよび判こ日のギヤモートルシリーズをソこ成

した｡木機の特長はモートル棚と出力州の帆しをずらしたため′ト

形軽量であり,またすべてにこ7)がり仙受を用い,術中を仙浴式

としたので満効率である｡

ム2.12 ブレーキモートル

1‾1立標準プレ叩キモートル0.4～7.5kW4,6柚について小形化

した新系列をン三成したり新形ブレーキモートルほ従来l榊こ比較して

解析で約18%,巾品で約20%′J＼形軽炭化するとともに収付寸法む

JIS C-4209に合わせて汎川モートルとl‾■卜▲にした〔.おもな特長は

次のとおりである｡

(1)†朽性が′+､さく惇山1引了りが方1-まい｡

(2)わくの帖芯を風化してあるのでひん繁な起動作_l上に耐え

る｡

(3) ブレーキり)るめ与三脚こよF),芯抑を切ったままでもブレー

キを開放し,手動でモートルな川わすことができる｡

4.2.13 モートルローラ

聾旦鉄所における比延設仰の介+叩化と増設によって,鋼J=輸送テー

ブル用モートルローラの′.∴;嬰が仰びた｡

(1)中‥_l製鋼株式会社納形鋼精髄ラインテーブル用

冷却峠ライン以降レベラ,松止にキミるまでのテーブルに月れ､ら

れるもので0.4へノ1kW250＼′300ゥ与500･～800L終極日数卜子?を納

入した(これらは仙け200いりの-叶逝ひん†如こ耐えるよう各部の強

度に十分な余桁ノニ∴リーえてある｡

(2).J:卜l一二製鉄株ノしごミ=二納分塊‾1二切フィンガコンペ-YJ-11

5kW400¢1,000Lのものを数｢子√納入した｢､

(3)八幡丁重竺鉄株J七会什納成l■‖'Ⅰ移送テーブル川

1.5～51くW 350て･～1,200～2,000L各梅数十千㌻を納入した〔これ

らは鼠■-■--の摘‾卜術■l即こl-▲分耐えらJLるよう榔･】il従J(としてほ最も

強力な形のものとなっている〔

節30図 成品格送テーーブル川モートル

ローラ RG-200

プーリ作220～･hlm,イーり帖1,640mm,周姓35m/min(60～)

第31図 T-1)1.5kW モーート ルプーリ

ト記のものはいずれも酬司定式のものであるが,このはかローラ

lノ+にモート′レをl勺蔵した椚道のもの,軸円転式のチルチングテーブ

ル川など数卜台を納入したr

4.2.14 モートルプーリ

モートルプーリは小形,軽量で耐久力にすぐれているため斯界の

好評を博しているが,さらに種々の改良を加えた新形1.5kWモー

ト′しプーリをフ加にした｡こ川まさきに先夫した1kWと同様減速術

中の縦列二ねよびプーリ巾端のカバーの卜1il定ノJ臼さにくふうをこらして

椚造糾汽消酌こし,分解組-ん､-(てをきj)〆)てヤ子如こLたもので,取付

､+▲法も一般巾場■1`1と｢q一でお,る｡モートルプーリほ軽仲コンベヤの

駆助に川いられるばかりでなく,芥種産業の輸送i刺子fiの近代化設計

に1く吋火なものとなっている｡37年度のおもな納入例としては掛買

案件;乞燥装i托ベルトコンベヤの駆動用として心太公礼に納入した肘

力0,2,0.4,0.75,1.5kW,間遠30～40m/min(60～のとき),プ

ーリ径220¢,プーリ幅380､1,640mm,各種数卜台があげられる｡

これらほ出力1.5kWのものを外繹220¢以‾F一に入れること,プー

リ幅の良いものをベルト張力や白市に対してたわまないようにする

ことなど稚々の技術的な閑雅さを持っていたが,これらを完全に克

服Lたっ

4.3 同期電動機

37年度にはパルプグラインダ用1,900kW和巻同斯iE動機,タン

デムコールドミルの電動発電機駆動用11,000,19,000kW｢耶抑盲動

様などIi虫‖抑杓な隼川1が昏竺作された｡

(1)国策パノしプ株式会社旭川l二場納1,9001(W村巻｢･柑]屯軌機

/ミルプグラインダ用1,900kW相投同期電動機571が完成し,

柑調如こう壁転にほいったr.桶巻同期福助機ほ誘導電動機と同じ原

二叩により起勅する巾如1苛起動川電動機で,rnl極回転磁極の頭部に

慧

ー【 45 【

第32図 1,900kW相巻同期電動機
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第33図 住友金属t業株式会社和歌11傾造所納熱問仕上圧延用直流電動機群

設けられた三相起動巻線と外部抵抗により起動電流を一定値に押

えつつ高トルク起動を行なうものである｡

(2)川崎装鉄株式会社千葉製鉄所納11,000,9,000kW同期電動

棟

木機ほタンデムコールドストリップミルの直流発電機を駆動す

るもので,この種の同期電動機では記録的大容量株である｡特に

ダンパの構造には新しい方式が採川さjtている｡

4.4 直 流 検

圧延用電動撥ほ36年度に引き続き,多数の注目すべき大容量,高

性能の直流機を完成した｡いずれも圧延の過酷な負荷に十分耐えう

るように電気的,機械的な考慮が払われている｡住友金属工業株式

会社和歌山製造所に納入したホットストリップミルの仕上圧延機用

4,500kW直流電動機は単電機子容量としてほ,R立製作所の戦後の

記録品である｡また川崎製鉄株式会社千葉製鉄所に納入したスタン

ド･タソデムコールドミル用直流電動機ほ,各スタンドの圧延制御

特性を考慮して極力GD2をつめ,速度特性の向上を図ったものであ

る｡

小形直流電動枚としてはNEMA規格に準拠した工業用直流電動

機の設計を完了した｡本機は防滴構造であり,B種絶縁,温度上昇

限度60℃,115プg負荷連続使用可能,200タg負荷1分間に耐えうる

もので,小形軽量,GD2の小さいことと相まって一般電動機として

広く使われつつある｡

4.5 制 御 器 具

37年度はヒタログあるいほトラソジログなど無接点論理素子の実

用期で製鉄工業,セメント工業をはじめ各所に応用例をみたが,さら

に磁気増幅器式アナログ演算素子(MAGOPE)が開発されPID制御

器,工業用演算制御装置(HIMATROL)などとして応用され始め計

算機制御への道を開いた｡一方,高圧気中電磁接触器の分野でほ

150MVA電磁接触器,50AHマグスなどの開発によF)いっそうそ

の応用範囲が広まった｡またWM-8形交流補助接触器,小形マグ

ネットスイッチ,各種タイマをほじめ多数の新製品が開発された｡

4.5.1磁気増幅器式アナログ演算素子(仙人GOPE)および応用製

品

工業用演算制御素子または直流増幅器として,従来の電子管また

はトラソジスタ式に代わって開発された高信頼度のものである｡

第34図 川崎製鉄株式会社千葉製鉄所納タ

ンデム冷間圧延用6×950kW直流電動機

妄‾′≡

盲き__‾■汰

璽じ
曙
と羞

第35図 U立NEMA

直流電動機

磁気増幅岩別よ元来電流入出力形として使用されるが,特殊巻線仕

様と回路とによって電圧入出力形としプッシュプルにして両極性出

力形を得たため,電子式アナログ計節機の場命と同様に回路を構成

できる∩

電源スイ､ソチを入れて即時うE令動作L,初期ドリフトほ微少であ

る｡氾度特性はコアの磁気特性,シリコンダイオードの逆方向特性,

各抵抗値の温度依存性によるが,常払Lから70℃の広範四で100K-

100K係数器の静的精度を±0.3%以内に保持できる｡磁気増幅器リ

アクトルは写真のように樹脂モールドにより耐震耐食の構造として

いる｡また磁気増幅器の最大の特長は出力と絶縁された入力端子が

複数仰設けられ,したがって入力端了一極性の選定が白由で,比較的少

ない素子数で多岐多様な抗辞回路が安価に椚成されることである｡

既開発の種頸として電源が容易に得られる商用サイクル形と電動力

広川において高い応答度を示す 400c/s

形とがあるが,このはか折節結果を制御

装置に与える出力用,また特に長時間積

分器用として開発したものがある｡

可能な流罪としてほ,加減算,乗除算,

微積分演罪,非線形演算など広範囲]であ

るり応川された装荷としてPID制御器,

電動機起動指令装置,水道旺計罪刑御装

置,圧延機自動厚ふ調整器,データロガ

ー前節増幅器,比較器,工業用が音節制御

黎∈握(HIMATROIノ)などがあるが,その

うち数例を次に述べる｡

(1)磁気増幅器式PID了IiU御器

磁気増幅器式アナログ演算素子

(MAGOPE)を用いたPID(3項動作)

ー46-

第36図 磁気増幅器

式アナログ演算素子

(形式M5DE-02505)
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節37凶 磁気も増幅岩詩式PIl)制御旨旨(形式AGM--PID2)

て別御器である｢〕和良としては(i)本臼削よMAGOI)Eの人ノJ端J･

を正負2種美白対するから,第38図に示す机与丁山路と相瓦干渉係数

を含まない純粋なPIf)仁王達1月数をきわめて了糾う.に安仙に偶成で

きる｡(ii)"制限横分動作”ぉよび"拡大微分戯作”を行なって

いるため比較l′Ⅰ勺小軒並のコンデンサで良い徴材i分時間をり三別で

き,吸収現象の大なる大`ゲ手品1に解コン′デソサを川いる必少なく,

徴節分特性がすぐれている･､(iii)"制l災節分動作”は机分出力の

極値を低く制限するもので,従ノ火のPID制御の即応性,安定性,

精度をさらに向上させるものである｡

標準仕様として(i)ケース､j▲法221.5(縦)×482(杭)×200(奥

行き)(RETMA標準パネル加格),(ii)比例冊5､200%迎続可

変,(iii)積分時間6～1,800秒22段f子辻札(iv)微分時間1.8～

600秒24段設定,(Ⅴ)けりJ仕様 砥圧入出力形で一8～＋6V,

接続可能負荷3kn以.L二,′i電流入出ノブ形で4～20mA,接続可能

負荷500･n以下,(vi)入九勺部インピーダンスは電圧人出力形

三訂､三設冨霊芝慧号苦笑去i諾ミ岩男芸芸ミミ/忘芸芸｢
度,高精度を要する電動力応用一般に広く適用できる｡

(2)ASR指令装置

直流電動棟の可変定速運転において電機子電圧により速度を変

える場合,速度指令を弟39図実線に示すように階段状に加える

のが従来採られてきた方式であった｡その場合制御系が大きなじ

ょう乱をうけ,制御が11附に行なわれないので同図点線に示すよ

うに一定の似斜で増加または減少し,定借状態でほ階段状指令電

圧を高精度で再現する機能をもった指令装置が必要となる｡

第40図ほ粁令装『ミプロック国であるが,各ブロックはすべて

磁気士別百指式アナログ演算嘉子(MAGOPE)により偶成される｡

弟39図点線の特性ほ杭分器柑生により実現し,定常状態にこおけ

る精度は州絹還さJtた横分一粒出ノJと階段1人指イ†伯とを比較器によ

り比較することによF)行なわjtる｡

4.5.2 高圧コンビネーションスクータおよび高圧気中電磁接触

器応用品

限流ヒューズとi指圧気中電磁接触詩語を机ふ合わせた高はコンビネ

ーションスタータのノ訂言要は急増してムF),37年度には約350台を納

入した｡6kV配芯汁山と設仰の人妙且佼化に伴って6kV級コンビ

ネーションスタータやコンビネーションリアクトルスタータ,自動

起動補佐器も多数納入さjlた｡さらに4.5.4に記載の遮断容量

150MVA接触器と晰路器な肌アイナわせた両忙接触器キJ_-ピグル

や血fl沖のtlてブスを仙川した′女仙な†杓城励ノJ盤S形,W形を発表し

た‥l社は己ヒ_,_-ス､200A什如よ非スJ■称姓帆容宗が250MVAに格上げ

となり,対称逃卜町村l…二250MVAのものもけ｢J発途卜にある〔特殊-■.ハ

としてほ一助付上は触㍑詰む川いたf仙1二占川コンビネーションスター

タ,11七=三辿川Tli帽姑ヒflて,一行椰l炉糾キけ了以′川小一り二段人形l■.'ん=ミコンビネー

ションスタータも多数鮒′甜〕人‾さJtた｡なぉスノリン.グラーは3ltV

ββ

斤J

+疎β∠J斤こJ

CJ

斤∠2

十

斤デ

告=戸岩7-(トト芸㌔去｢十岩㌢荒塩)
第38図 PID 制御器回路原理囲
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第39図 速度 指 令 電圧

階段状

手旨 令

+

比 較置

指 令 蓑

`罷 分 吉 磁気増幅畏

尺ワ7

≡⊥__→1ヱ㌍ヱニL__
第40図 指令装置ブロ ック図

47

占ク

第41図 高上1コンビネーションスタータ

紗｢ゴよぴ6kV級が蝶恥化さ′ナし,掛+了保l削ごごト算定ヱ:のこ認払1i】】となり製

作納人さ/itた｡

一47-
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第44図 5段銭コントロールセンタ

第42図 3.45kV50AlIてグス

(形式SD-WHP12)

第43凶 6.9/3.451くV400A

150MVA電磁抜放沿

(形式GFH-3S)

4.5.3 3.45kV 50A Hマグス

好評責に量産中の3.45kV200Aおよび400A Hてグスの姉妹懲竺

l吊1として3.45kV
50A Hマブスが1こ成され,競姥にはいったり本拝詩

は190kW以下の誘噂磁助依の起動運転用開閉器,または250kVA

以下の動力川変圧器の一次開閉器として広く川いられ,三相3.45kV

において12.5MVAの遮断公是を有し,きわめて小形(幅530nlm,

奥行き580mm,高さ850mm)かつ軽量(全市量的90kg)で取り扱

いに便であること,主体の接触器が高件能で,r亡ごiひん度の開閉別途

にも長期間耐えうること,追ノノ操作および監鮎が可能であることな

どの特長があり,付属計器としてほ電流計の克のもの(形式SD-･-

WIiP12)と電流計,電圧計のl‾■【J者を備えたもの(形式Sl〕-WHPコ2)

の2機種を標準として遺産している｡

ん5.4 d.9/3.45kV400Å150∧〈VÅ高圧電磁接触器

配電電圧の3kVより6kVへの移行,あるいは各種産業の二【‾-場受

電設備の大容量化などに伴い,必然的に遮断容量の大きい開閉器

が要求されるようになってきたが,本器はこの要求にこたえて開発

されたもので,三相6.9kVおよぴ3.45kVにおいて150MVAの遮

断容量をもち,この種接触旨F壬でほゴ止大容量を誇り,すでに量産中の

6.9kV200A50MVA電磁接触器の姉妹‾;払打】であるり 木器は6l(Ⅴ

あるいは3kV級電動機や変肝器の一次側開閉器として広い川途を

もっており,電動機f‾l何の切√丁6kV級ほ3,000kW,3kV級ほ

1,500kWまで,変圧器負荷の場合6kV級は4,000kVA,3kV級ほ

2,000kVAまで使用できる｡

ん5.5 コントロールセンタおよびグループスタータ

低圧コンビネーションスタータとしてのコソトロールセンタほ,

電力fH,一般産業用に′点要が多く,従来の4段佑みに代わる5段較み

および6段積みの恍作l‖1路端ナナ㌻式およぴプラグ式を相次いで完成

し,さらiこl■加ゎプ〔も`ノ岩城し,37年舷には化学プラントあるいは製鉄

工業向けとして約300而を納入したr.また,グループスタータも従

来の接触器盤に代j)るものとして浦安がふえ,37年度にほ5よ紺∈ふ,

8段積みを完成し,化学プラント用として約30面納入したゥ

4.5.る 小形マグネットスイッチ

従来,多くは出入抑ボタンスイッチなどで運転さjtていた1kW

以下の小形モートルのスイッチとして,最近,遠方圭桑作,インターロ

ック運転およびモートルの焼抗防f卜などの即由から,マグネットス

イッチを採川することが多くなってきている∩

37年度には,これにこたえて20()Vl.1lくW(400Vl.5kW)以

‾卜のモートルに適川できる小形のマグネットスイッチを開発したり

そのおもな特長ほ次のと二iづりであるっ

(1)コンタクタとしては,取付幅を,従来の67%にまで小形化

し,一方ケース人りの場合の配線余子チ手を大きくとって,収

り披いの仙を上ズト〕た｢.

(2)投入衝撃および接ノさ､くジ

ャンプを特に少なく

し,iE気的100万凹,

機械的にほ1,000万回

以卜の方舟をもつよう

にした.ニノ

4.5.7 分電盤用ヒユースフ

リー遮断器

従来より(ヒ虔されてきた50A

フレームヒューズフリー速断器
ら了45｢東l小形てグネットスイ

ッチK6-DPゥ

を小形化したB-50Aフレーム

ニねよび100V級電灯一口+路用Kl-SFの2俵桂がう上こ成した｢_､

B-50Aフレームほ,従来の50Aフレームに比較し寸法で約67%

iこ,屯_追で約62%に小形化され,性腺･よ従来のものとl司一である｡

Kl-SFはJEM-Rによる各社協約寸法の電灯分電盤馴撞いTl路申用

の遮断器であるヮ

ム5.8 単相防止装置付開閉器箱

押ポ_タン操作式の金属箱開閉器(配信箱)に,三脚トぜの仙のヒ

ューズがi矧桝しても自動的に電源を閉路する引きはずし機偶を内蔵
させた220V 30A形単相防止装置付開閉器箱(SKB30-WMS形)を

完成した｡

木器ほ押ボタンによって操作される刃形開閉部と,ヒューズ台お

よび超過口侶`｢七三統計を肺えているほか,ヒューズが一相J紺桝した場

合電磁式【上1動′汁きはずし機構によって三相回路を遮断するi榊日防止

装rr′亡を仙えているり

したがって本召削ま単相運転による′■‾は動機の焼損快護装置を肺えた

三相誘増′■辻動機の手元開閉器,あるいほ分岐開閉詩話として,一般‾Ⅰ二

場をほじめ作業場,退場などで広く佐川され,良好な成前を納めて

いる〔

4.5.9 2極K形スイッチ

110Vまたほ220V,0.75kW以下の単相誘導電動機の起動停止お

よぴ15A以下の抵抗負荷の入切に使用される2極の閉鎖形(SKo-D

形)および閉鎖埋込形(GSKo-D形)のK形スイッチを完成した｡

こjLらはいずれも小形な電励プJ応用磯城ヲ箕帥こ収り付けて佐川され

ることが多いため,小形でしかも機械とよく調和するような外観を

イ∫しているほか,銀接点を用いた二土民遮断の速切餞偶になっている

から,開閉一ぞ羊量が人きく開閉操作が軽快であるなど多くの柑艮を肺

えている｡
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第46図 B-50AフレームK形TF式ヒュー

ズフリー遮断器およびKl形SF式単極ヒ

ューズフリー遮断器

第47図 単相防_lヒ装置

付開閉器符(SKB3｡-

WMS形)

4･5･10 メタローチスイッチ応用製品

(1)プレーナテーブル正道転用無接点リミットスイッチ

プレーナ切削能率向上のため,テーブル運転の高ひん虔,高速

化に伴い,正道転用リミットスイッチの寿命が問題となってき

た｡

今回大和重工株式会社に納入したメタローチスイッチは従来の

接点式リミットスイッチに代わりプレーナテーブル正逆転制御を

無援ノ､㌔無接触にて行ない,寿命を著しく増大すると同時に保守点

検を全く不要とした(弟49図)｡

このほか刃物自動送り装置にもメタローチスイッチを採用し,

無保守で正確な送り制御が実現された｡

(2)液体起動器用無接点歯車式リミットスイッチ

秩父セメソl､株式会社に納入した液体起動器の歯車式リミット

スイッチにメタローチスイッチを使用して,無接点無接触の制御

としたものである｡これによりセメント工場などじんあいの多い

場所でも,接触不良などの心配なく確実,安全な運転が可能にな

った｡

(3)無接点操作開閉器

トランジログによるリレー回路の無接点化をさらに一歩進め

て,全制御回路の無接点化を完成するためにメタローチスイッチ

を用いた無接点操作開閉器が開発された｡木器はメタローチスイ

ッチが無接触で動作するため高ひん虔の操作に適し,また逆に使

用ひん度が少なく,じんあいなどのために従来のスイッチでほ接

触不良を起こす恐れがある場所などで特に真価を発揮する｡

ん5.11リフティングマグネット

新形円形リフティングマグネットが完成し,一般鋼材運搬用とし

第49囲 プレーナテーブル

正逆転用無接点リミットス

イッチ

第48図 2極K形スイッチ(SK｡-D形および

GSKo-D形)

て日立金属工業株式会社安来一亡場に,また合金鉄素材破砕用垂錘つ

り上げ用として日獅l確:工株式会社塩尻工場に,おのおの1セットず

つ納入され,好調に運転中である｡特に後者には蓄電池による停電

時つi)落とし防JL装置を付属させている｡この新形マグネットは次

のような特長をもっている｡

(1)電磁石コイルには無機質絶縁材料によるH種絶縁をほどこ

している｡

(2)つり上げ容量の大きい測りに消費電力が少ない｡

(3)起外使用ができる｡

(4)電気的,機械的にきわめて堅固で過酷な用途に耐える｡

4･5.12 防燥形高圧力開閉器

木器ほ防爆,防火を必要とする,たとえば爆発性ガス,あるいは

油脂煩などを扱う工場における各種圧力装置の圧力制御用として開

発したものである｡

最高使用圧力200kg/cm2まで各種群があり,接点ほ単極単投,

定格AC250V5Aで,次のような特長を有している｡

(1)ブルドン管方式であるからドレン配管が不要である｡

(2)目盛F)に合わせることにより希望の圧力で開閉動作をさせ

ることができ,かつ外部から動作状態を見ることができる｡

(3)本体および端子得いずれも耐圧防爆構造になっているので

第1種危険場所にも適用できる｡

第50図 円形リフティングマグネット(形式LM-Rll)

でインゴット(14t)をつり上げ試験の状況
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第51図 PTXX形防爆形

圧力開閉器

第52L買!PSひ1ⅩⅩ形

徴圧力開閉器

第53図 エアタイマ(形式
DTA-3M)

4.5.13 内圧監視用微圧力開閉器

本器は各種内圧防爆機器の内圧監視用として,機器l勺に送F)込ん

だ清浄空気による内圧を検出し,安全な運転を行なう目的に使用す

るもので,協和ガス株式会社納ほか多数の内圧防爆形電動機に使用

されている｡構造ほ耐圧防爆構造になっており,最低2g/cm2の徽

圧力でも開閉動作をする高感度のもので,接点は単極単投の水銀ス

イッチを2組備え,定格AC250VIAである｡

ん5.14 タ イ マ

(1)トラソジスタ式タイマ

トラソジスタ式タイマは従来旺延機し11刺せん断装F榊こ班川され

ていた昏子管式タイマの,短ノ手命と時限のバラツキを解決するた

め開発されたもので,RC遅延いり路とシリコントランジスタ回路

を組み合わせた高精度一長寿命タイマである｡

おもな特長は次のとおりである｡

(i)無接点の特長をすべて有しているから無保守で長寿命であ

る｡

くり返し精度0.2%,総合結度2クどの高精度である｡

電源電圧変動,周波数変動に対してその遅延誤差はほとん

ど認められない｡

(iv)周囲温度55℃までその性能を保証している｡

(Ⅴ)時限ほ表面のダイアル目盛りにより簡単に正碓に調整でき

る｡

(vi)無接点入力,接点入力方式に兼用できる〔

(vii)時限は0～60秒まで各種川志さjLている｢.

木器ほ自動制御装罠への適用が容易で,築堤鉄,ビニール,笹川▼

工業などの自助せん断装荷はもちろん,二r二作枚,√ゾ真工業,染色

機械,薬■■抗化学ニー二業などの各種産業において要求される遅延装ほ

第54岡 CRタイマ(形式CTA-05S)

に班川して好適である｡

(2)ェアタイマ

本許は長時限用の交流電磁石操作の汎用タイマであって,ゴム

ペローによるエアダッシュポットの原理により,ダッシュポット

への空克の流入路の閉鎖度を変えるとゴムペローの運動速度が変

わり,ペローによって操作される小形スイッチの動作時限が変わ

る機桃のものである｡殺人時限ほ3分で,最小時限0.2秒の間で

連続調号酢一能であって,ダッシュポット部に設けられた調整ツマ

ミによって行なう｡同一のタイマで交流電磁石の取i)付けを上下

転倒することにより`苗磁石の励磁を解いてからスイッチの動作ま

でに時限をもたせること(Off Delay)および′這磁石を励磁してか

らスイッチの動作までに時限をもたせること(On Delay)ができ

る｡な_一日l瞬時動作のスイッチをも備えている｡

(3) CRタイマ

電動枚の連続運転を必要とする工場などで,電動機運転用電磁

接触器は一般にごく短期間の行電でも開放するので,電源回復の

ときあらためて押ボタンを押して接触器を投入せねばならない｡

CRタイマはこの不耶合をなくすため開発されたもので,短時間

(0.1′､0.5秒)の停電後電源回復したとき,自動的に電磁接触器を

‾l朋ヨ路せしめ,電動機の連続運転を可能とする｡このタイマはコ

ンデンサの放電特性,すなわち電磁リレーのコイルと並列にコン

デンサを接続し,停電時にコンデンサの電荷をリレーコイルを通

じて放電せしめるときのリレー接点開放の時間遅れを利用したも

のであって,時限は0,1～0.5秒の範閉で連続微細調当酢†能である｡

全部品がコンパクトな符に収められ,時限調整ツマミが外部に突

き出し,`起源とはソケ､ソト接続される構造である｡
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